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製品化・実用化・ 

ビジネス創出事例 

人材育成 

事業化支援 ビジネスモデル構築研修からの 
事業化事例 支援先 

株式会社生天目製材所、有限会社平賀石材店、 
株式会社フジヨシ 
 

 
【研修の内容】 

令和元年度ビジネスモデル構築研修（令和 2年度は「ビジ

ネスプラン構築研修として実施」）は参加企業 23社が 7つの

グループに分かれ、グループワークによりビジネスプランの

作成を進めました。各グループには研修委託先である一般社

団法人 TX アントレプレナーパートナーズからメンターが 1

名、当センターからフォロワーが参加し、参加企業同士でも

意見交換を行うピアメンタリング形式で進められました。研

修は 9月から 1月にかけて月に 1回程度、計 6日間の開催で

したが、集合時以外にも、ビジネスチャット slackやビデオ

会議システム Zoom、skype等を利用し、ビジネスプラン作成

が進められました。 

研修を通してブラッシュアップされたビジネスプランの

うち、実際に事業化に至った事例についてご紹介します。 

 
【事業化事例】 

株式会社生天目製材所 

 

株式会社生天目製材所は、那珂市瓜連で大正年間に創業し

た製材所です。製材所の機能を活かした新しい事業を考えた

いということで、本研修にご参加頂きました。「ものをつく

る、新しい自分をつくる」をコンセプトに、ものづくりの楽

しさを学べるワークショップの実施、DIYしたい人向け SHOP

の営業、DIY 貸工房の提供を軸に、メイカーコミュニティー

を創出する事を目指し、令和 2 年 6 月 20 日に株式会社生天

目製材所の一事業として「KITSUNE INDUSTRIES」をオープン

しました。現在、毎週水・土・日に工房でワークショップ（図

2 カッティングボード）の開催を行っています。また、オ

ーダーメイド家具（図 3 ダイニングテーブル）の受注など

も行っております。 

当センターの支援として、本事業 HP の立上げの際の必要

手続きや専門用語で理解しにくい疑問点の相談回答、必要十

分な機能洗い出し、セキュリティ面の対応、HPのテンプレー

トデザインのカスタマイズ、HPと外部サービスの連携などの

サポートを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 研修の様子 

図２ ワークショップにて作成した

カッティングボード 

図３ オーダーメイドで作製し

たダイニングテーブル 
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有限会社平賀石材店 

 

有限会社平賀石材店は、創業 85年を迎える石材店として、

お墓やエクステリアの施工を行ってきました。自社工場を持

つため一貫生産が可能となっています。また、仏壇や位牌の

購入に関する相談にも対応できることが強みです。 

本研修では、新規の事業として傾聴、相続診断士や保険プ

ランナー、整理収納士への取次などを行う「終活相談サービ

ス」、及び、お香・ハンドリフレ・メイク・まこも茶等のワ

ークショップを行う「笑顔あふれるサービス」を「こころの

店 葵萌(きほ)」で実施することで、本業である石材業の墓

石製作販売とのシナジー効果を狙うビジネスプランを立て

ました。 

 新サービスである「終活相談サービス」の周知のために、

自社 HPの更新を行いました。新しい HPのレイアウトなどに

ついて、当センターコワーキングスペース相談員にてご相談

を受けながら進めました。自社 HPに続いて「こころの店 葵

萌(きほ)」の HP の強化のため、補助金を獲得したところで

す。終活相談サービスにおける傾聴により、石材業の主力で

ある墓石関連品の販売や墓じまいの相談を受けるようにな

り、売り上げ増へと繋がっています。 

 今後はお墓の清掃やお墓参り代行、墓じまいなど、お墓の

アフターサービスの充実を図る予定です。  

 

 

株式会社フジヨシ 

 

株式会社フジヨシは、総合人材派遣サービスや小規模保育

園、高齢者介護事業などを行っています。本業である人材派

遣業には、心理カウンセラーやキャリアコンサルタント、保

育士、介護福祉士など各分野のエキスパートが多数在籍して

います。 

本研修では、新規事業として、この人財を活かした、カウ

ンセリング事業のビジネスプランを作成しました。 

 令和 2年度には筑西市及びつくば市にカウンセリングルー

ム「ココログッド」をオープンし、HPも作成してオンライン

にも対応しています。仕事や学校のこと、家族や家計、人間

関係や環境など様々な悩み相談を受けております。 

 また、本カウンセリングルームの受付手段としてコミュニ

ケーションアプリ「LINE」を利用したチャットボットタイプ

の窓口を設けております。このシステムは当センターコワー

キンスペース相談員により、プロトタイプの作成等の支援を

行ったものです。 
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